
委託事業

実施目的

実施場所 各種広報媒体 対象者

開始年度 平成28年 予　算 4923 千円

実施内容

URL

（事業内容）
①テレビCMの放映
②SNS広報
③啓発グッズ作成
④交通安全イベント（スケアード・ストレイト）に係るイベントの企画・運営
⑤試着会用自転車ヘルメットの購入
⑥高齢歩行者向けのポスター・新聞広告の制作

（実施方法）
　　民間事業者への業務委託により実施
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査
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究
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根絶

そ
の
ほ
か

イ
ベ
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ト

啓
発
運
動

宮崎県 令和８年７月中旬～令和９年３月中旬

高
齢
者交通安全CM放映等業務委託事業

民間事業者 こ
ど
も

　CM放映やソーシャルメディア等の広報手段を活用し、県民に対して交通安全を呼び
かける取組を実施することにより、本県における交通事故防止を推進する。
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ト県民一般



直轄事業

実施目的

実施場所 県内数カ所 対象者

開始年度 令和元年 予　算 198 千円

実施内容

URL

●制限運転
　高齢運転者が自身の体調や運動能力を把握し、運転の時間帯や場所などについて、自らあらかじめ
一定のルール（制限）を設け、それを守ることで、交通事故の危険性を低減させる取組のこと。

（事業内容）
　　制限運転の推進
　　各市町村、警察署、運転免許センター、自動車学校で制限運転の宣誓の受付

（実施方法）
　　各種広報の実施や市町村への補助として、宣誓書や啓発グッズを作成し、配布する。
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そ
の
ほ
かhttps://www.pref.miyazaki.lg.jp/seikatsu-kyodo-danjo/bosai/bohan/20220818142654.html

イ
ベ
ン
ト
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発
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動

宮崎県 令和８年４月１日～令和９年３月31日
高齢者交通安全対策事業 高

齢
者制限運転推進事業
こ
ど
も

　体調が悪い日は運転しない、雨の日は運転しない等、自身で決めた運転ルールを守る
「制限運転」の推進により、高齢運転者の交通事故防止・交通安全意識の醸成を図る。
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補助事業

実施目的

実施場所 県内数カ所 対象者

開始年度 令和２年 予　算 1765 千円

実施内容

URL

（事業内容）
　　市町村が自動車学校等と連携し、高齢運転者の身体機能・認知機能の診断を実施し、本人等に
　フィードバックすることにより、自身の運転の課題点を自覚し安全運転への意識を高めてもらう。
　個人の体調・運転能力によっては、制限運転の実施や免許返納の検討へつなげる。
　　また、市町村においては、事業により収集したデータを、今後の高齢運転者教育や道路交通環境
　の見直し等に活用する。
【補助対象経費】
　①運転能力等の診断に要する経費
　②日常運転のモニタリングに要する経費
　③制限運転の推進に要する経費（①～③の合計額の１／３を上限とする。）
　　上記①～③に係る経費のうち、謝金、旅費、委託料、需用費、役務費、使用料・賃借料、備品購
　　入費、その他知事が必要と認める経費
【補助率】
　　補助対象経費の１／３以内

（実施方法）
　　市町村が主体となって実施
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動

宮崎県 令和８年４月１日～令和９年３月31日
高齢者交通安全対策 高

齢
者高齢者安全運転見える化事業

市町村 こ
ど
も

　高齢者自身及びその家族等が本人の運転リスクや特性等を把握し、それぞれの運転能
力に応じた運転をすることで、高齢運転者の交通事故防止・交通安全意識の醸成を図
る。そのために、高齢運転者の運転能力等を診断し、それに基づく啓発に取り組む市町
村を支援する。
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直轄事業

実施目的

実施場所 宮崎市民プラザ 対象者

開始年度 予　算 226 千円

実施内容

URL

　市町村交通安全対策担当者、交通指導員、交通安全協会職員、交通安全指導員等に対して交通安全教
育の資質向上を目的とした研修を実施。

（事業内容）
　①県警察本部交通企画課による交通事故情勢・交通法令の説明
　②外部講師による交通安全講習（講話）

（実施方法）
　　県内市町村の各対象者を招集して研修会を開催する。

（会　　場）宮崎市民プラザ　オルブライトホール
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そ
の
ほ
か
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動

宮崎県 令和８年７月１日

高
齢
者交通安全教育指導者研修会
こ
ど
も

　地域における交通安全教育指導者等の資質向上を図り、県民に対する効果的な交通安
全教育の取組を強化するための研修会を開催する。
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ト交通安全教育関係者



直轄事業

実施目的

実施場所 県庁 対象者

開始年度 昭和47年 予　算 302 千円

実施内容

URL

（事業内容）
　①交通安全功労者の表彰
　　功労者、功労団体、優良校の表彰
　②交通安全ポスターコンクール入賞者の表彰
　　小学生（下学年・上学年）の部、中学生の部、高校・一般の部

（実施方法）
　①は各市町村からの推薦（令和８年６月上旬）
　②は県民一般に対して作品を募集（令和８年６月上旬）
　各対象者に対し、県庁で表彰を行う。
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宮崎県 令和８年６月上旬～12月下旬

高
齢
者交通安全功労者等表彰
こ
ど
も

　交通安全功労者及び交通安全ポスターコンクール入賞者を表彰することにより、県民
の交通安全意識の啓発および交通安全思想の普及を推進する。
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直轄事業

実施目的

実施場所 県内数カ所 対象者

開始年度 平成８年 予　算 115 千円

実施内容

URL

（事業内容）
　　交通死亡事故ゼロ日を長期間継続している市町村に対して表彰を実施

（実施方法）
　　表彰対象期間を達成後、市町村において伝達式を行う。
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宮崎県 令和８年４月１日～令和９年３月31日

高
齢
者交通事故死ゼロ市町村表彰事業
こ
ど
も

　交通死亡事故ゼロ日を長期間継続している市町村に対して表彰を行い、その功績を讃
えるとともに、積極的な交通安全対策の促進を図ることを目的とする。
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補助事業

実施目的

実施場所 県内数カ所 対象者

開始年度 昭和54年 予　算 350 千円

実施内容

URL

（事業内容）
　①交通安全キャラバン隊の実施
　　交通安全思想の普及・啓発を図ることを目的にキャラバン隊が交通安全広報等の街頭宣伝活動を
　　しながら県内を巡るもの。各市町村役場において知事メッセージを伝達する。
　②交通安全母親活動指導者講習会の実施
　③県や内閣府が実施する交通安全に関するイベントや研修会への参加

（実施方法）
　　宮崎県交通安全母の会が行う上記事業に対し、補助金を交付する。
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運転
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そ
の
ほ
か

イ
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ト

啓
発
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動

宮崎県 令和８年４月１日～令和９年３月31日

高
齢
者宮崎県交通安全母の会補助事業

宮崎県交通安全母の会 こ
ど
も

　宮崎県交通安全母の会の活動を支援することにより、交通安全意識の高揚と交通安全
活動の推進を図り、交通事故の防止に資することを目的とする。
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ト宮崎県交通安全母の会



直轄事業

実施目的

実施場所 県庁 対象者

開始年度 昭和42年 予　算 4221 千円

実施内容

URL

（事業内容）
　①専門の交通事故相談員が電話及び面談による事故相談を実施
　②面談による無料弁護士相談を実施（月１回）

（実施方法）
　①会計年度任用職員を雇用
　②宮崎県弁護士会と弁護士派遣協定を締結し実施
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査
研
究

市
民
参
加

自
転
車
等

反
射
材

飲酒
運転
根絶

そ
の
ほ
かhttps://www.pref.miyazaki.lg.jp/seikatsu-kyodo-danjo/bosai/bohan/sodansho.html

イ
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ト

啓
発
運
動

宮崎県 令和８年４月１日～令和９年３月31日

高
齢
者交通事故相談所運営事業
こ
ど
も

　交通事故相談所の運営により、交通事故被害者救済対策を推進し、被害者の福祉の向
上を図る。
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直轄事業

実施目的

実施場所 県庁 対象者

開始年度 予　算 23021 千円

実施内容

URL

（事業内容）
　　両親又はいずれかの親（保護者・里親含む）が陸上の交通事故により亡くなった子どもで、小・
　中・高等学校等に在学する児童・生徒を対象に以下の事業を実施。
　　①新入学祝金支給事業　小学校・中学校・高等学校相当の新入学生に対し、一律100,000円を支給
　　　（６月頃）
　　②激励品配付事業　全ての対象児童・生徒に対し図書カードを１万円分程度を配付（12月頃）
　　③卒業祝金支給事業　高等学校等卒業生に対し、一律100,000円を支給（２月頃）
　　（高等学校等に進学予定のない中学生には、中学校卒業年度に100,000円を支給する。）

（実施方法）
　　市町村教育委員会や各県立学校及び各私立学校を通して周知し、対象となる児童・生徒の保護者
　から申請を受け付け交通遺児として認定する。
　　財源は宮崎県交通安全対策推進本部に寄せられた県民や企業・団体からの寄附金である。
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飲酒
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そ
の
ほ
かhttps://www.pref.miyazaki.lg.jp/seikatsu-kyodo-danjo/bosai/bohan/20150728135210.html
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宮崎県 令和８年４月１日～令和９年３月31日

高
齢
者交通遺児寄附金事業
こ
ど
も

　交通遺児寄附金支給により、交通事故被害者救済対策を推進し、被害者の福祉の向上
を図る。
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小学生、中学生、高校生等
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